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「
第
二
章
の
、
市
民
会
議
が
描
く
芦
屋
の

将
来
の
姿
」の「
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら

見
た
将
来
像
・
十
年
後
の
姿
」に
、「
夏
に
は

樹
木
に
よ
る
温
度
低
下
が
あ
り
」
を
追
加

し
て
ほ
し
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

素
案
に
つ
い
て
は
原
則
、
原
文
ど
お
り

と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
六
つ
の
視
点
か
ら
見
た
将
来
像
・

十
年
後
の
姿
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
審
議

会
で
の
意
見
も
踏
ま
え
、
言
葉
の
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
か
ら
文
章
要
約
に
変
更
し
、
該
当

カ
所
に
つ
い
て
は
、「
夏
の
日
差
し
や

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
が
緩
和
…
」と

し
ま
す
。

�
�
�
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�
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「
第
二
章
の
、
市
民
会
議
が
描
く
芦
屋
の

将
来
の
姿
」
の
「
行
政
の
視
点
か
ら
見
た

将
来
像
・
十
年
後
の
姿
」
の
文
章
中
の

「
行
政
の
ス
リ
ム
化
」
の
前
に
、「
市
議
会

を
含
め
た
」
を
追
加
し
て
ほ
し
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

素
案
に
つ
い
て
は
原
則
、
原
文
ど
お
り

と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
市
の
総
合
計
画
は
市
行
政
の

計
画
と
し
て
お
り
、
市
議
会
に
関
す
る
こ

と
は
、
市
議
会
で
ご
検
討
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�

　

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
「
国
際
Ｉ

Ｔ
先
進
都
市
芦
屋
」
は
い
か
が
か
。

　

神
奈
川
県
の
藤
沢
市
の
無
料
パ
ソ
コ
ン

講
座
、
市
民
ネ
ッ
ト
会
議
、
市
民
カ
レ
ッ

ジ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
化
な
ど
先
端
市
の

良
い
こ
と
は
真
似
し
よ
う
。

�
�
�
�
�
�
�

　

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
は
、
市
民

会
議
で
決
め
て
い
た
だ
い
た
将
来
像
「
自

然
と
み
ど
り
の
中
で
絆（
き
ず
な
）を
育

（
は
ぐ
く
）み
、
�
新
し
い
暮
ら
し
文
化�
を

創
造
・
発
信
す
る
ま
ち
」と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

�
�
�
�
�

　

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
を
大
き
く
五
つ
に

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
小
項
目
三
つ
ぐ
ら
い
に

し
て
は
ど
う
か
。
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�
�
�
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四
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
の
も

と
に
十
五
の
目
標
と
い
う
構
成
に
し
て
い

ま
す
が
、
基
本
構
想
で
は
は
っ
き
り
記
載

で
き
て
い
な
い
た
め
、
階
層
が
分
か
り
に

く
く
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

審
議
会
で
の
意
見
も
踏
ま
え
、
基
本
構

想
の
構
成
を
見
直
し
ま
す
。
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本
市
で
は
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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基
本
計
画
の
施
策
は
従
来
の
施
策
の
継

承
で
あ
っ
て
新
規
施
策
が
な
い
。

�
�
�
�
�
�
�

　

こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
を
大

き
く
変
え
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
基
本

的
に
は
従
来
の
施
策
の
継
承
に
な
り
ま
す

が
、
そ
の
中
で
、
前
期
基
本
計
画
で
は
前

期
五
年
で
重
点
的
に
取
り
組
む
内
容
に
し

て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

　

市
民
の
積
極
的
な
参
加
も
必
要
で
あ
る

が
、
行
政
へ
の
関
心
や
理
解
が
な
い
市
民

が
多
い
の
で
、
行
政
職
員
が
市
民
の
中
に

入
っ
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

市
民
と
行
政
が
一
緒
に
な
っ
て
協
働
で

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
の
で
、
施
策
目
標　

‐
②
で
、「
市
民

14

や
地
域
と
連
携
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
」
と
、

追
記
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

　

市
議
会
議
員
へ
の
連
絡
、
要
望
な
ど
を

簡
略
化
す
る
た
め
、
議
員
に
公
的
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
付
与
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
シ
ス
テ
ム
が
な

い
た
め
、
掲
示
板
的
な
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
考
慮
し
て
い
る
が
、
市
政
へ
の

市
民
か
ら
の
提
案
や
ク
レ
ー
ム
の
利
便
性

向
上
に
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
節

に
は
市
議
会
議
員
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

本
市
の
総
合
計
画
は
市
行
政
の
計
画
と

し
て
お
り
、
市
議
会
に
関
す
る
こ
と
は
市

議
会
で
ご
検
討
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
意
見
を
市
議
会
へ
お
伝
え
し

ま
し
た
。

�
�
�
�
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集
会
所
の
貸
し
教
室
的
な
運
用
を
や
め

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
拠
点
と
し
て
市

民
活
動
を
優
先
し
た
り
、
集
会
所
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
敷
設
す
べ
き
で
あ
る
。

ネ
ッ
ト
活
用
市
民
が
増
え
れ
ば
相
互
情
報

交
換
な
ど
が
迅
速
か
つ
時
間
と
費
用
の
節

減
に
な
り
、
ま
た
、
生
涯
教
育
に
も
直
結

す
る
の
で
、
市
民
の
Ｉ
Ｔ
化
と
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
直
ち
に
始
め
る
べ
き
で
あ
り
、

Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
は
、
市
民

優
先
で
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

が
、
自
動
車
優
先
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
が

ま
っ
た
く
な
い
。

�
�
�
�
�
�
�

　

市
民
活
動
の
拠
点
と
し
て
は
、
情
報
提

供
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
相
談
の
場
と
し
て
あ
し
や
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
社
会
福
祉
協
議
会
に

活
動
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、各
集
会
所
の
運
営
は
、各
地
域
の

運
営
協
議
会
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、

集
会
所
の
活
用
に
つ
い
て
は
、市
と
し
て

今
後
と
も
地
元
と
協
議
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て

は
、平
成
十
八
年
度
に
運
営
協
議
会
連
合

会
と
協
議
し
ま
し
た
が
、そ
の
時
点
で
は

必
要
な
い
と
の
結
論
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�
�
�
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ま
ち
づ
く
り
の
目
標
２
に
「
ス
ポ
ー
ツ
」

と
い
う
言
葉
が
出
て
こ
な
い
の
で
、
文
章

の
表
現
に
付
け
加
え
て
は
ど
う
か
。
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�
�
�
�
�
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ご
指
摘
の
と
お
り
、
前
期
基
本
計
画
の

文
章
に
追
加
し
ま
す
。
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全
体
の
感
想
と
し
て
第
三
次
総
合
計
画

の
焼
き
直
し
の
感
じ
が
す
る
。
総
花
的
な

目
標
の
羅
列
に
な
っ
て
い
て
締
り
が
な
い
。

　

今
後
は
団
塊
の
世
代
の
退
職
や
年
収
の

減
少
で
税
収
も
少
な
く
な
り
、
限
ら
れ
た

予
算
で
い
か
に
目
標
を
達
成
す
る
か
が
肝

要
で
あ
る
。

　

市
民
も
こ
の
あ
た
り
を
心
得
て
、
や
た

ら
に
請
願
や
補
助
金
申
請
を
せ
ず
に
市
民

全
体
に
有
意
義
な
も
の
に
限
定
す
る
必
要

が
あ
る
。
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総
合
計
画
は
、
市
の
長
期
に
わ
た
る
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政
運
営
の
指
針
と

な
る
も
の
で
す
の
で
、
各
施
策
分
野
の
目

的
や
方
向
性
を
示
す
も
の
と
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
と
考
え
ま
す
。

�
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�

　

第
三
次
総
合
計
画
で
は〈
市
民
参
画
〉が

キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
っ
た
が
、
第
四
次
総
合

計
画
で
も
十
年
先
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
必
要

で
は
な
い
か
。

�
�
�
�
�
�
�

　

第
三
次
総
合
計
画
で
も
特
に
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
記
載
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
第
四

次
総
合
計
画
で
は〈
協
働
の
推
進
〉に
な
る

と
考
え
ま
す
。
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七
人
・
九
十
件

�
�
�
�
�
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�
	
�
全
般
・
一
件
／
基
本
構
想
・
五
件
／

�
�
�
�
�
�
�
�
�
前
期
基
本
計
画
・
八
十
一
件
／
そ
の
他
・
三
件
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　　六甲山麓調整区域の国立
　公園区域を拡大することも
　  記載してほしい。

��������
　国立公園の区域変更は定期的に国が行っており、
芦屋だけでなく広範囲の見直しが必要となり、近年
は変更の予定はなく、市としても考えていません。　

������
　阪急芦屋川駅下流の右岸、宮川流域の風致地区の
新規指定や環境整備を記載してほしい。
��������
　風致地区の趣旨は、都市において自然的な要素に
富んだ土地における良好な自然的景観を維持するた
めに定められる地域地区であり、阪急芦屋川駅下流
の右岸の近隣商業地域や宮川流域については風致地
区の趣旨には沿っていないと考えています。また、環
境整備については、現在、県が行っている宮川下流域
における宮川環境整備事業以外の整備計画は、現在
のところありません。なお、緑地や景観の保全につい
ては、緑地保全地区の拡大や、芦屋川北特別景観地区
の指定などにより進めていきます。

������
　芦屋市都市景観条例に基づき、「戸建て建築につい
ても、生垣・植栽・草花などの配慮がなされている」こ
とを追加してほしい。

��������
　花と緑に彩られた美しいまちなみ
にするには、ご指摘のとおり戸建て
建築の生垣・植栽・草花について市民
のかたにご協力いただき、配慮がな
されていることが必要不可欠です。
　「まちづくりの目標10」の「市民に
望むこと」に、「住宅等の道路との敷き際に、花や木を
植栽」と、追記します。

������
　「市民からの寄付緑地の保全に努め、由来・目的を
明示する」ことを追加してほしい。
��������
　平成20年10月に、市民のかたから所有されている
土地を、市街地の緑地の永久的な保全を条件にご寄
附いただきました。市としても、非常に貴重な市街地
緑地が確保でき、自然的な環境をいつまでも市民の
皆さんに楽しんでいただけるよう保全に努めており、
当該土地の保全の取り組みは当然継続していきます。

������
　まちづくりの目標１１の【関連する計画等】に「芦屋
市都市景観条例」を追加してほしい。
��������
　審議会での意見も踏まえ、「関連する計画等」を「関
連する主な条例や計画等」として、「まちづくりの目
標10」に芦屋市都市景観条例を追記します。
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ご
指
摘
の
と
お
り
に
修
正
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

　
「
芦
屋
浜
に
対
す
る
水
質
改
善
の
た
め
、

神
戸
市
・
西
宮
市
・
兵
庫
県
と
の
協
議
会

の
設
置
」
を
追
加
し
て
ほ
し
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

国
土
交
通
省
近
畿
整
備
局
で
は
、「
海

の
再
生
」
を
目
的
に
国
の
機
関
、
関
連
府

県
、
政
令
市
で
構
成
す
る
大
阪
湾
再
生
推

進
会
議
を
設
置
し
、
そ
の
中
で
大
阪
湾
再

生
行
動
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

芦
屋
浜
も
大
阪
湾
に
含
ま
れ
て
お
り
、

兵
庫
県
を
通
じ
て
、
本
市
も
こ
の
計
画
に

の
っ
と
っ
て
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

改
め
て
協
議
会
の
設
置
は
考
え
て
お
り
ま

せ
ん
。

�
�
�
�
�
�

　

市
民
会
議
の
素
案
で
は
、
自
動
車
優
先

交
通
体
系
か
ら
の
転
換
の
提
言
が
あ
っ
た

�
�
�
�
�

　
「
保
育
所
待
機
ゼ
ロ
達
成
」、「
保
育
所

通
所
中
に
発
熱
し
た
場
合
、
幼
児
を
預
か

る
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
」
た
め
の
財
源

確
保
の
た
め
、
こ
れ
以
外
の
項
目
の
予
算

を
大
胆
に
カ
ッ
ト
す
る
必
要
が
あ
る
。

�
�
�
�
�
�
�

　

平
成
十
七
年
度
以
降
、
私
立
保
育
園
を

三
園
開
設
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

待
機
児
童
が
百
人
を
超
え
る
状
況
が
続
い

て
お
り
、具
体
的
な
施
策
と
し
て
、「
待
機

児
童
の
解
消
を
優
先
課
題
と
し
、保
育
所

の
増
設
な
ど
に
努
め
ま
す
」と
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
病
児
保
育
に
つ
い
て
、
現
在
の

と
こ
ろ
は
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
ご
意

見
と
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
病
後

児
保
育
に
つ
い
て
は
、
本
年
四
月
か
ら
芦

屋
病
院
内
の
施
設
で
行
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�

　

芦
屋
病
院
を
も
っ
と
充
実
し
て
ほ
し
い
。

　

特
に
内
科
は
院
長
が
予
約
で
埋
ま
っ
て

お
り
、
一
般
市
民
が
急
に
体
調
を
崩
し
て

病
院
に
行
っ
て
も
、
絶
対
に
診
て
も
ら
え

な
い
。
そ
の
他
は
ま
っ
た
く
の
新
人
と
思

わ
れ
る
若
い
医
師
な
の
で
、
中
堅
の
医
師

を
雇
っ
て
ほ
し
い
。

�
�
�
�
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芦
屋
病
院
の
内
科
外
来
の
診
療
体
制
は
、

十
三
人
の
常
勤
医
師
を
中
心
と
し
て
第
一

診
か
ら
第
五
診
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
第
二
診
か
ら
第
四
診
は
、
専

門
医
師
に
よ
る
予
約
の
患
者
さ
ん
の
診
療

で
、
初
診
の
患
者
さ
ん
は
、
第
一
診
に
お

い
て
十
年
を
超
え
る
中
堅
以
上
の
医
師
に

よ
り
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

　

子
ど
も
が
な
く
老
後
が
不
安
で
あ
る
。

　

民
間
の
老
人
ホ
ー
ム
は
非
常
に
高
い
。

芦
屋
市
が
ど
ん
な
に
良
い
環
境
で
公
園
の

よ
う
に
美
し
い
ま
ち
で
あ
っ
て
も
生
活
の

基
盤
に
安
定
が
な
い
と
心
安
ら
か
に
過
ご

す
こ
と
が
で
き
な
い
。
芦
屋
市
の
老
人

ホ
ー
ム
が
足
り
な
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

具
体
的
な
施
策
と
し
て
、「
高
齢
者
が

介
護
や
支
援
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な
っ

た
場
合
で
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で

可
能
な
限
り
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
施
設
を
整
備
し
ま

す
」
と
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

　

経
験
豊
富
な
シ
ニ
ア
世
代
の
パ
ワ
ー
を

活
用
す
べ
き
で
あ
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

具
体
的
な
施
策
と
し
て
、「
高
齢
者
が

地
域
社
会
の
中
で
、
自
ら
の
経
験
や
知
識
、

技
能
を
生
か
せ
る
環
境
を
よ
り
一
層
充
実

さ
せ
ま
す
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
、

積
極
的
に
最
大
限
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

　

具
体
的
な
取
り
組
み　

‐
②
‐
１
の「
周

11

知
、啓
発
」に
、「
誘
導
」も
追
加
し
て
ほ
し

い
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

施
策
目
標
に
も
掲
げ
て
い
る
よ
う
に
、

�
�
�
�
�
�
�
�

　

前
期
基
本
計
画
に
お
い
て
、
歩
行
者
や

移
動
手
段
を
持
た
な
い
人
で
も
市
内
を
安

全
か
つ
快
適
に
移
動
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
を
一
つ
の
目
標
に
し
て
お
り
、
す
べ

て
の
人
が
市
内
を
移
動
し
や
す
く
な
っ
て

い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

　

ま
ち
づ
く
り
の
目
標　

で
、「
商
店
街

13

の
活
性
化
」
は
従
来
か
ら
言
わ
れ
て
い
る

が
、
な
か
な
か
効
果
が
な
い
の
で
実
施
計

画
で
の
積
極
的
な
施
策
を
期
待
す
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

公
共
空
間
や
商
業
共
同
施
設
の
整
備
な

ど
商
業
環
境
の
整
備
に
努
め
、
消
費
者
の

ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
て
い
け
る
よ
う
商

工
会
と
連
携
し
て
商
店
街
・
商
業
者
を
支

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

援
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

　

芦
屋
市
の
人
口
は
微
増
で
あ
る
の
で
、

Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
南
地
区
に
今
以
上
の
商
業
施

設
は
要
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
南
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の

記
載
に
つ
い
て
は
、
審
議
会
で
の
意
見
を

踏
ま
え
、「
Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
か
ら
阪
神
芦
屋

駅
に
か
け
て
歩
い
て
楽
し
い
商
業
空
間
と

な
る
よ
う
、
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
の
南
側

へ
乗
降
す
る
人
が
よ
り
便
利
に
な
る
よ
う
、

Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
南
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
中

で
、
商
業
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
検
討
し

ま
す
」
に
変
更
し
ま
す
。

������
　市民にとって「行政への信頼感」というのは大事な
ことだが、「お互いが理解し合い、信頼関係を構築す
る」というのはおかしなことであり、適切でない。
��������
　市民会議において行政の視点から見た将来像は
「市民との信頼関係でつくりあげる新しい行政」と
なっており、市民と行政の協調や、市民と行政の協働
のまちづくりについても述べられています。参画や
協働のためには、行政の透明性を確保し、市民と行政
が信頼関係を構築することは必要であると考えます。

������
　まちづくりの目標15で、「健全な財政状況」として
いるが、平成32年度も収支不足にならない試算が必
要ではないか。
��������
　基本構想においては、平成22年２月現在の収支見
込みを示しており、10年後の平成31年度までの収支
の不足額を表しています。平成32年度以降の収支見
込みについては、順次、毎年ローリングし、２月の予
算編成時に併せて公表する予定です。
　現在の本市における諸課題への対応や依然として
震災関連の公債費負担が相当大きいことを考慮する

と、今後も相当厳しい
財政状況が見通される
ことから、平成32年度
に収支不足が発生しな
い試算をこの段階で示
すことは困難と判断し
ていますが、総合計画
の目標達成に向けて、
行政改革をさらに推進
し、収支不足を早期に

改善させることを目指していきます。

������
　行財政改革問題では、いわゆる「小泉改革路線」へ
の批判があるにもかかわらず、従来の延長線になっ
ており、それを転換するような政策提言はあまり取
り入れられていない。
��������
　素案では、更なる行政改革の推進によって行政の
スリム化や無駄の排除を継続することが述べられて
おり、原案においても、芦屋の資源を活用しながら効
率的な行政運営を進めることとしています。

������
　「本来、市として果たすべき仕事や役割を検証し、
公共サービスの再構築に取り組みます」という場合、
何が「本来、市として果たすべき仕事や役割」なのか
「憲法の規定に立ち返って」ということを明記すべき
である。
��������
　本市では、震災や三位一体の改革や景気悪化など
も加わり厳しい財政状況が続いていますが、医療・福
祉の環境整備や教育など必要な事務事業に必要な財
源の手立てができるように「選択と集中」による適正
な予算編成と執行に努めています。引き続き、常に市
民ニーズを把握し、適切に対応できるよう市として
果たすべき仕事や役割を常に検証しながら取り組ん
でいきたいと考えます。

������
　総合計画を視覚的に楽しいものにするために基本
構想図として1/15,000程度の縮尺の図面で、持ち歩い
ても計画が分かるものを添付してほしい。
��������
　総合計画を地図上に表すことは難しいと考えます
が、概要版では視覚的なものとなるよう検討します。

��������	
��

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																					 




















�������	�
����������������������


